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はじめに

XML Webサービスは、さまざまなOS

やアプリケーション間でのデータ共有

を実現する新しいテクノロジーです。

各OSごとに違うアプリケーションで作

成／保存されたデータを一度XMLデー

タに変換し、自分の使用するアプリケ

ーションに取り込んで利用することが

できるという「新しいデータ共有形態」

を提供します。

WindowsではVisual Studio .NET（以

下VS.NET）を使うことでサーバー側で

動作するXML Webサービスの構築が可

能になり、VS.NETまたはOffice XPを

使用してクライアントプログラムを作

成することができます。

本稿では、今月から3回連続で、ASP

.NETとSQL Server 2000、Excel 2002を

使用して、XML Webサービスを作成す

る方法を紹介してゆきます。

今回は、まずVisual Basic .NET（以

下VB.NET）で、簡単なXML Webサー

ビスとクライアントプログラムを作成

します。そして、どのようにXML Web

サービスを作成するのか、またどのよ

うにXML Webサービスをクライアント

プログラムから利用するのかを見てゆ

くことにします。

XML Web
サービスの概要

XML（eXtensible Markup Language）

は、処理の自動化を目的としたデータ

交換のための標準化言語です。XML

Webサービスは、このXMLを基にした

メッセージ処理を基本的なデータ通信

手段として使用し、異なるOS間のデー

タ共有を可能にします。

VS.NETのASP.NETを使用してXML

Webサービスを作成すると、SOAP、

HTTP-GET、HTTP-POSTの各プロトコ

ルを使用したクライアントとの通信が

自動的にサポートされ、データベース

やアプリケーションデータをXMLで記

述したドキュメントに変換してクライ

アントに送信します。

そして、クライアント側はそのXML

ドキュメントを解析し、データだけを

取り出して利用することができます。
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XML Webサービスを構築するには、次の手順を取りま

す。

①XML Webサービスの作成

ASP.NETを利用して、サーバーで動作するXML Webサ

ービスを作成する。具体的には、データベースやExcelの

ブックなど、必要なデータを取得するメソッドを実装し、

その戻り値をXML Webサービスとして提供するプログラ

ムを作成すればよい。

②クライアントプログラムの作成

クライアント側でXMLドキュメントを解析し、データを

取り出すプログラムを作成する。VS.NETでは、「Web参

照」という形でXML WebサービスのURLまたはUDDIの

検索機能を使って、XML Webサービスへのアクセスをク

ライアントプログラムに組み込む。そして、ASP.NETに

よって作成したメソッドを実行し、その戻り値を受け取

るコードを実装する。

クライアント側のプログラムは、WebページやWindows

アプリケーションであればVB.NETで、Excel 2002であれ

ばVBAにOffice Web Services Toolkitを組み込めば作成で

きる。

簡単なデータを返すXML Web
サービス～サンプル「RateChange」

では、さっそく簡単なデータを返すXML Web サービス

を作ってみましょう。作成するXML Webサービスは、ドル

（$）を円（¥）に変換するという機能をもちます。

XML Webサービスを作成するには、VB.NETのプロジェ

クトのテンプレートにある「ASP.NET Webサービス」を使

用します。

まずはVS.NETを起動し、［新しいプロジェクト］ボタン

を押してプロジェクトを作成しましょう。

「新しいプロジェクト」ダイアログボックスで、「Visual

Basicプロジェクト」「ASP.NET Webサービス」を選択しま

す（図1）。「場所」欄には、XML Webサービスを作成する

WebサーバーのURLとサブフォルダの名前を入力します。

ここでは「RateChange」というフォルダ名にし、［OK］ボ

タンを押してください。

すると、Internet Information Services（IIS）に「Rate

Change」というWebサイトが作成され、ASP.NET用のプロ

ジェクトファイルが保存されます。

XML Webサービスとメソッドの
名称を設定する

ソリューションエクスプローラを見ると、「Service1.asmx」

というファイルができています。これが、XML Webサービ

スのコンポーネントになります。

XML Webサービスは、WindowsアプリケーションやWeb

ページのようなユーザーインターフェイスをもちません。デ

ータを返すメソッドだけのプログラムになるので、どちら

かというとプロセスを実行するだけのコントロールのよう

なものです。そして、そのメソッドを実行するコードは、

「Service1.asmx」に記述してゆきます。クライアント側から

メソッドを参照するときに、この「Service1.asmx」という

名前を使用することになります。

ここでは、「Service1.asmx」ではわかりづらいので、「Rate

Change.asmx」という名前に変更しましょう。ファイル名の

変更は、ソリューションエクスプローラまたはプロパティ

ウィンドウで行ないます（図2）［注1］。

次に、ソリューションエクスプローラで「RateChange

図1：XML Webサービスの作成

注1）プロパティウィンドウでasmxファイルのファイル名を変更する場合
は、ソリューションエクスプローラで「Service1.asmx」ファイルを選択し、
プロパティウィンドウに表示された「ファイル名」を「RateChange.asmx」
に変更します。




